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1 検討項目の概要 

１．基本的考え方 

 

（
３
）検
討
の
時
間
軸 

 

（
２
）円
滑
な
移
行
に
必
要
な
基
本
的
視
点 

 

（
１
）今
後
の
固
定
電
話
の
位
置
付
け 

２．移行後のIP網のあるべき姿 ３．円滑な移行の在り方 

● ハブ機能  ● 精算  ● 利用者料金の設定権  等   

（１）電話を繋ぐ機能の確保 

(２)ＮＴＴ東西の 
アクセス回線・中継網 

(３)利用者保護 
(４)公正な競争環境 

の確保 

 

● 
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影
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等 

 

● 

県
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等 
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移
行
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移
行
後
に
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さ
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Ｐ
Ｓ
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撤
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費
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Ｎ
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移
行
開
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完
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な
い
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者
へ
の
対
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電話（通話料）サービス 

電話（基本料）サービス 

ブロードバンドサービス 

光IP電話の 
サービス提供形態 

電話とブロードバンドサービス 
は一体での提供 
（今後ＮＧＮ優先パケット識別機能等が 
アンバンドルされると、フレッツ光契約を 
前提として競争事業者が電話（通話料・ 
基本料）サービスを個別に提供すること 
が可能となる） 

電話（通話料）サービス 

電話（基本料）サービス 

メタル電話の 
サービス提供形態 

直収
電話 

ブロードバンドサービス 

ＡＤＳＬ 

電話（通話料）サービス 

電話（基本料）サービス 

ブロードバンドサービス 

メタルIP電話の 
サービス提供形態？ 

ＡＤＳＬ 

ＦＴＴＨ 
（接続料 
低廉化） 

各種競争環境の整備により、 
電話（通話料・基本料）や 
ブロードバンドサービスを 
個別に提供することが可能 

各種競争環境に加え、今後 
メタルＩＰ電話の通話サービス卸 
が提供された場合、電話 
（通話料・基本料）とブロード 
バンドサービスを個別に提供 
することが可能？ 

メタル電話、メタルＩＰ電話、光IP電話のサービス提供形態と競争環境（概念図） 

メタルＩＰ電話の 
通話サービス卸？ 

中継選択？ 

直収
電話 

2 

ＮＧＮ優先 
パケット 
識別機能等 

マイライン 
中継選択 等 
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